
当
選
証
書
付
与
式（
大
分
市
）

活
動
報
告
in
東京

次
の
内
閣

　

蓮
舫
新
代
表
の
も
と
、
9
月
27
日
の

第
1
回
『
次
の
内
閣
』
に
、
ネ
ク
ス
ト

厚
生
労
働
大
臣　

年
金
改
革
担
当
、
ネ

ク
ス
ト
内
閣
府
特
命
大
臣
（
少
子
化
対

策
）
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

裁
判
官
訴
追
委
員
会

　

裁
判
官
訴
追
委
員
会
の
委
員
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
の
も
と

に
作
ら
れ
る
調
査
小
委
員
会
の
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関

す
る
特
別
委
員
会

　

閣
法
「
公
職
選
挙
法
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
と
衆
議
院
提
出
「
公
職
選
挙
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
一
括
審

議
さ
れ
、
同
一
都
道
府
県
内
で
移
転
が
1

回
ま
で
だ
っ
た
も
の
を
2
回
以
上
移
転
し

た
場
合
に
も
選
挙
権
を
認
め
る
こ
と
や
、

実
習
の
た
め
航
海
す
る
学
生
に
も
船
員
同

様
に
洋
上
投
票
が
出
来
る
よ
う
に
改
正
し

ま
し
た
。
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
投
票
率

の
向
上
、
格
差
の
解
消
を
図
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
べ
き
附
帯
決
議
を
、
自
・

民
・
公
・
共
・
維
・
無
ク
で
共
同
提
出

し
、
理
事
と
し
て
附
帯
決
議
を
読
み
上

げ
、
全
会
一
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
改
革
推
進
本
部
総
会

　

岡
田
克
也
本
部
長
の
も
と
、
事
務
局
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙
制
度
改

革
や
国
民
と
約
束
を
し
た
「
身
を
切
る
改

革
」
（
議
員
の
定
数
削
減
や
政
治
資
金
問

題
）
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
13
日
当
選
証
書
付
与
式
が
大
分
県
庁
で
行
わ
れ
、
当
選

証
書
を
受
け
取
り
、
今
ま
で
以
上
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
3
年
後
に
行
わ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
4

年
後
に
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

成
功
さ
せ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
後
に
や
っ
て
く
る

日
本
の
財
政
危
機
に
備
え
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
都
市
部
と
地
方
部
で
は
環
境
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
政
策
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
分
県
で

は
中
山
間
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を
含
め
た
対
策
、

高
等
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
と
い
っ
た
教
育
の
再
生
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
生
労
働
委
員
会

　
「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施

及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律

案
」
及
び
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
・
・
・

法
務
委
員
会
所
管
の
法
案
で
す
が
、
看
護

や
介
護
な
ど
医
療
分
野
に
も
関
わ
る
た

め
、
連
合
審
査
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最

低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年

金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
年
金
期
間
短
縮

法
）
」
・
・
・
低
年
金
・
無
年
金
者
対
策

の
た
め
に
支
給
開
始
時
期
を
前
倒
し
す
る

内
容
の
修
正
案
を
民
進
党
が
中
心
に
な
り

提
案
し
ま
し
た
が
、
修
正
案
は
否
決
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
が
ん
対
策
基
本
法
改
正
案
」
（
議
員

立
法
）
・
・
・
参
議
院
先
議
と
し
て
委
員

長
提
案
で
法
案
提
出
が
行
わ
れ
、
11
月
16

日
に
参
議
院
を
通
過
し
、
12
月
9
日
に
衆

議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

足
立
は
法
案
作
成
の
際
、
難
治
な
が
ん
や

希
少
な
が
ん
に
つ
い
て
研
究
促
進
を
行
う

こ
と
、
が
ん
に
つ
い
て
の
教
育
を
学
校
教

育
だ
け
で
な
く
、
社
会
教
育
と
し
て
行
う

こ
と
を
提
案
し
、
文
言
を
盛
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
法
案
は
、
衆
議
院

の
委
員
会
で
国
民
年
金
法
の
強
行
採
決
等

の
余
波
を
受
け
審
議
入
り
が
危
ぶ
ま
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
成
立
後
が
ん
患
者
の
家
族

会
等
各
団
体
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

長
時
間
労
働
の
集
中
審
議
・
・
・

2
0
1
4
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
11
月
は

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で
す
。
電
通
の

過
労
死
事
件
が
問
題
に
な
り
、
集
中
審
議

を
や
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
や
医
師
の
過
重
労
働

問
題
等
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
の
「
働
き
方
改
革
実
現
会

議
」
の
メ
ン
バ
ー
15
名
の
う
ち
、
経
営
側

が
少
な
く
と
も
3
名
入
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
労
働
者
の
立
場
を
代
表
す
る
委
員
が

1
人
し
か
入
っ
て
い
な
い
状
況
に
つ
い
て

「
こ
れ
で
は
働
き
方
改
革
で
は
な
く
、
働

か
せ
方
改
革
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈

し
、
委
員
構
成
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁

組
の
あ
っ
せ
ん
に
関
わ
る
児
童
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
案
」
（
議
員
立

法
）
・
・
・
法
案
の
主
な
内
容
は
①
養
子

縁
組
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
う
民
間
あ
っ
せ

ん
機
関
に
つ
い
て
許
可
制
度
を
導
入
す
る

②
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め

の
規
制
を
行
う
③
相
談
支
援
、
養
親
希
望

者
へ
の
研
修
の
義
務
付
け
、
児
童
の
父
母

の
同
意
を
得
る
等
の
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ

ん
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
④
無

許
可
で
養
子
縁
組
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
っ

た
者
に
罰
則
を
規
定
す
る
―
等
。
「
な
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
国
会
で
成

立
さ
せ
た
い
」
と
思
い
、
民
進
党
な
ど
与

野
党
6
会
派
が
共
同
で
参
院
に
法
案
を
提

出
し
、
全
会
派
賛
成
に
よ
り
可
決
し
、
衆

議
院
に
送
り
ま
し
た
。

　
「
公
的
年
金
制
度
の
持
続
可
能
性
の
向

上
を
図
る
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
年
金
給
付
抑
制

強
化
法
）
・
・
・
こ
の
法
案
は
、
衆
議
院

に
お
い
て
、
審
議
の
た
め
に
必
要
な
将
来

年
金
試
算
の
提
出
を
民
進
党
が
中
心
と
な

り
求
め
ま
し
た
が
、
政
府
か
ら
の
回
答
を

得
ら
れ
な
い
ま
ま
委
員
長
職
権
で
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

参
議
院
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生
活
に
関

わ
る
重
要
な
法
案
で
あ
る
た
め
、
12
月
2

日
に
審
議
入
り
し
た
の
ち
6
、
8
、
9
、

12
、
13
日
と
会
期
末
前
日
ま
で
終
日
の
委

員
会
審
議
時
間
の
確
保
に
努
め
、
最
終
的

に
は
衆
議
院
よ
り
1
分
多
い
審
議
時
間
を

確
保
し
ま
し
た
。
12
月
9
日
の
参
考
人
質

疑
で
は
、
日
本
総
研
の
西
沢
和
彦
参
考
人

に
対
し
、
財
政
検
証
に
基
づ
く
試
算
の
必

要
性
に
つ
い
て
改
め
て
質
問
を
行
い
、
西

沢
参
考
人
は
「
財
政
検
証
に
基
づ
く
試
算

を
も
と
に
法
案
が
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
実
質
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
場

合
の
試
算
を
財
政
検
証
の
中
で
計
算
し
て

お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
12
日
に
2
回
目
の
参
考
人
等
に
対
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、
G
P
I
F
の
理
事
長
に

対
し
、
G
P
I
F
の
運
用
に
つ
い
て
被
保

険
者
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
仕
組

み
を
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
、
と
質
問

し
、
高
橋
理
事
長
は
、
被
保
険
者
の
気
持

ち
を
き
ち
ん
と
酌
ん
で
運
用
す
る
と
述
べ

ま
し
た
。
13
日
は
午
前
中
に
総
理
入
り
の

質
疑
が
行
わ
れ
、
衆
議
院
で
は
最
後
ま
で

提
出
が
拒
ま
れ
た
将
来
年
金
試
算
の
デ
ー

タ
の
再
提
出
を
求
め
、
総
理
入
り
の
審
議

で
は
異
例
の
事
で
す
が
、
審
議
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
筆
頭
理
事
と
し
て
、

断
続
的
に
与
党
理
事
に
説
得
を
続
け
、
議

場
外
で
は
国
対
委
員
長
会
談
が
行
わ
れ
、

最
終
的
に
年
内
に
政
府
が
デ
ー
タ
を
提
出

す
る
と
い
う
確
約
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
民
進
党
は
反
対
し
ま
し
た
が
、
生

活
保
障
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
施
策
の
検
討

を
続
け
る
こ
と　

等
の
8
項
目
の
付
帯
決

議
を
つ
け
ま
し
た
。

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

年
１
回
開
催
す
る
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

今
年
で
第
9
回
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

慶
応
大
学
経
済
学
部
教
授
で
、
現
在
、
民

進
党
「
尊
厳
あ
る
生
活
保
障
総
合
調
査

会
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
さ
れ
て
い
る
井

手
英
策
氏
を
お
招
き
し
、
「
分
断
社
会
を

終
わ
ら
せ
る
『
だ
れ
か
が
受
益
者
』
か
ら

『
だ
れ
も
が
受
益
者
』
へ
」
と
題
し
た
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
対
談
を

行
い
ま
し
た
。
人
口
が
減
り
続
け
る
「
縮

減
の
世
紀
」
に
は
、
不
安
と
希
望
を
分
か

ち
合
い
、
人
と
人
が
寄
り
添
う
社
会
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
日
本
に
必
要
な

社
会
モ
デ
ル
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
井
手
先
生
と
、
今
後
5

年
10
年
先
の
社
会
保
障
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
論
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な

さ
ん
よ
り
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
話
で
大

変
興
味
深
か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
社
会
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
教
組
第
1
5
9
回
定
期
大
会（
大
分

市
）　　
　
　
　
　
　
　
7
月
15
日（
金
）

　

「
県
教
組
第
1
5
9
回
定
期
大
会
」
が

教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
足
立
は
、
ア

ポ
ロ
11
号
が
月
面
着
陸
し
た
と
き
に
、
ニ

ー
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
が
発
し

た
名
言
『
人
間
に
と
っ
て
は
小
さ
な
一
歩

だ
が
、
人
類
に
と
っ
て
は
偉
大
な
一
歩

だ
。
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
今
回
の
選
挙

に
つ
い
て
話
し
、
一
票
の
重
み
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
選
挙
で
し
た
と
語
り
ま

し
た
。

全
日
通
労
働
組
合
第
74
回
定
期
大
会

（
大
分
市
）　　
　
　
　
8
月
27
日（
土
）

　

全
日
通
労
働
組
合
第
74
回
定
期
大
会
が

大
分
市
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
挨
拶
の
際
に

参
議
院
選
挙
の
ご
尽
力
頂
い
た
お
礼
及
び

今
後
の
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
と
も

に
運
輸
業
界
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

日
田
市
天
瀬
町
農
園
で
か
た
る
会（
日

田
市
）　　
　
　
　
　
　
8
月
27
日（
土
）

　

日
田
市
天
瀬
町
の
農
園
に
て
、
今
年
も

「
か
た
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
支
援
者

の
方
々
と
B
B
Q
を
し
な
が
ら
、
お
礼
と

こ
れ
か
ら
の
6
年
の
決
意
を
話
し
、
一
本

締
め
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

電
機
連
合
大
分
地
方
協
議
会
第
23
回
定

期
大
会（
大
分
市
）　　
9
月
10
日（
土
）

　

電
機
連
合
大
分
地
方
協
議
会
第
23
回
定

期
大
会
が
大
分
市
内
で
開
催
さ
れ
、
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
足
立
は
、
「
第
24
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
」
、
「
民
進
党
代
表

選
挙
」
、
「
国
内
経
済
と
産
業
」
に
つ
い

て
話
し
、
大
分
県
か
ら
リ
オ
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
い
る
中
西
麻
耶
選
手

が
、
走
り
幅
跳
び
で
4
位
入
賞
し
た
こ
と

を
祝
福
し
ま
し
た
。

九
州
電
力
総
連『
第
1
回
執
行
委
員
会
・

地
区
連
絡
会
代
表
幹
事
合
同
会
議
・
事

業
推
進
地
域
懇
談
会
』（
大
分
市
）

9
月
10
日（
土
）

　

九
州
電
力
総
連
『
第
1
回
執
行
委
員

会
・
地
区
連
絡
会
代
表
幹
事
合
同
会
議
・

事
業
推
進
地
域
懇
談
会
』
が
大
分
市
内
で

開
催
さ
れ
、
足
立
は
来
賓
と
し
て
参
加

し
、
「
民
進
党
代
表
選
」
、
「
労
働
組
合

の
役
割
」
に
つ
い
て
話
し
、
こ
れ
か
ら
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

支
援
企
業
の
集
い（
大
分
市
）

　
9
月
21
日（
水
）

　

足
立
は
『
大
分
で
何
が
可
能
か　

エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
』
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
居
宅
介
護
を

「
す
る
側
」
「
さ
れ
る
側
」
セ
ッ
ト
で
施

設
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
「
す
る
側
」

に
つ
い
て
は
相
応
の
手
当
の
支
給
と
負
担

の
軽
減
を
行
う
、
新
た
な
制
度
の
構
築
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
大
分
で
取
り
組
む
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
の
提
案
と
あ
わ
せ
、
有
意
義

な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

安
信
会（
足
立
信
也
後
援
会
）総
会（
大

分
市
）　　
　
　
　
　
　
11
月
５
日（
土
）

　

後
援
会
長
挨
拶
、
幹
事
会
よ
り
平
成
27

年
・
28
年
の
活
動
報
告
会
計
報
告
が
さ

れ
、
平
成
29
年
活
動
計
画
等
が
提
案
さ
れ

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
足
立
は
、
若

者
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る
政
治
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
と
決
意
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

自
動
車
総
連
大
分
地
方
協
議
会
第
4
回

幹
事
会（
大
分
市
）　　
12
月
19
日（
月
）

　

自
動
車
総
連
大
分
地
方
協
議
会
本
年
最

後
の
幹
事
会
が
大
分
市
の
ソ
レ
イ
ユ
で
開

か
れ
、
足
立
は
来
賓
と
し
て
出
席
し
臨
時

国
会
で
の
主
立
っ
た
内
容
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。
（
・
カ
ジ
ノ
法
案
に
つ
い
て
・

年
金
制
度
に
つ
い
て
・
改
正
が
ん
対
策
基

本
法
に
つ
い
て
・
長
時
間
労
働
規
制
立
法

に
つ
い
て
等
）

足
立
信
也
と
語
る
会
in
久
住（
竹
田
市
）

12
月
20
日（
火
）

　

足
立
信
也
と
語
る
会
in
久
住
が
、
竹
田

市
久
住
町
都
野
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

◇
年
金
制
度
に
つ
い
て

◇
改
正
が
ん
対
策
基
本
法
成
立
に
つ
い
て

◇
長
時
間
労
働
規
制
立
法
に
つ
い
て

等
、
今
国
会
で
議
論
に
な
っ
た
内
容
を
詳

し
く
説
明
し
ま
し
た
。
質
疑
が
多
く
予
定

時
間
を
超
え
ま
し
た
が
熱
の
こ
も
っ
た
語

る
会
と
な
り
ま
し
た
。
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次
の
内
閣

　

蓮
舫
新
代
表
の
も
と
、
9
月
27
日
の

第
1
回
『
次
の
内
閣
』
に
、
ネ
ク
ス
ト

厚
生
労
働
大
臣　

年
金
改
革
担
当
、
ネ

ク
ス
ト
内
閣
府
特
命
大
臣
（
少
子
化
対

策
）
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

裁
判
官
訴
追
委
員
会

　

裁
判
官
訴
追
委
員
会
の
委
員
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
の
も
と

に
作
ら
れ
る
調
査
小
委
員
会
の
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関

す
る
特
別
委
員
会

　

閣
法
「
公
職
選
挙
法
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
と
衆
議
院
提
出
「
公
職
選
挙
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
一
括
審

議
さ
れ
、
同
一
都
道
府
県
内
で
移
転
が
1

回
ま
で
だ
っ
た
も
の
を
2
回
以
上
移
転
し

た
場
合
に
も
選
挙
権
を
認
め
る
こ
と
や
、

実
習
の
た
め
航
海
す
る
学
生
に
も
船
員
同

様
に
洋
上
投
票
が
出
来
る
よ
う
に
改
正
し

ま
し
た
。
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
投
票
率

の
向
上
、
格
差
の
解
消
を
図
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
べ
き
附
帯
決
議
を
、
自
・

民
・
公
・
共
・
維
・
無
ク
で
共
同
提
出

し
、
理
事
と
し
て
附
帯
決
議
を
読
み
上

げ
、
全
会
一
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
改
革
推
進
本
部
総
会

　

岡
田
克
也
本
部
長
の
も
と
、
事
務
局
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙
制
度
改

革
や
国
民
と
約
束
を
し
た
「
身
を
切
る
改

革
」
（
議
員
の
定
数
削
減
や
政
治
資
金
問

題
）
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
委
員
会

　
「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施

及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律

案
」
及
び
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
・
・
・

法
務
委
員
会
所
管
の
法
案
で
す
が
、
看
護

や
介
護
な
ど
医
療
分
野
に
も
関
わ
る
た

め
、
連
合
審
査
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最

低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年

金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
年
金
期
間
短
縮

法
）
」
・
・
・
低
年
金
・
無
年
金
者
対
策

の
た
め
に
支
給
開
始
時
期
を
前
倒
し
す
る

内
容
の
修
正
案
を
民
進
党
が
中
心
に
な
り

提
案
し
ま
し
た
が
、
修
正
案
は
否
決
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
が
ん
対
策
基
本
法
改
正
案
」
（
議
員

立
法
）
・
・
・
参
議
院
先
議
と
し
て
委
員

長
提
案
で
法
案
提
出
が
行
わ
れ
、
11
月
16

日
に
参
議
院
を
通
過
し
、
12
月
9
日
に
衆

議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

足
立
は
法
案
作
成
の
際
、
難
治
な
が
ん
や

希
少
な
が
ん
に
つ
い
て
研
究
促
進
を
行
う

こ
と
、
が
ん
に
つ
い
て
の
教
育
を
学
校
教

育
だ
け
で
な
く
、
社
会
教
育
と
し
て
行
う

こ
と
を
提
案
し
、
文
言
を
盛
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
法
案
は
、
衆
議
院

の
委
員
会
で
国
民
年
金
法
の
強
行
採
決
等

の
余
波
を
受
け
審
議
入
り
が
危
ぶ
ま
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
成
立
後
が
ん
患
者
の
家
族

会
等
各
団
体
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

長
時
間
労
働
の
集
中
審
議
・
・
・

2
0
1
4
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
11
月
は

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で
す
。
電
通
の

過
労
死
事
件
が
問
題
に
な
り
、
集
中
審
議

を
や
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
や
医
師
の
過
重
労
働

問
題
等
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
の
「
働
き
方
改
革
実
現
会

議
」
の
メ
ン
バ
ー
15
名
の
う
ち
、
経
営
側

が
少
な
く
と
も
3
名
入
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
労
働
者
の
立
場
を
代
表
す
る
委
員
が

1
人
し
か
入
っ
て
い
な
い
状
況
に
つ
い
て

「
こ
れ
で
は
働
き
方
改
革
で
は
な
く
、
働

か
せ
方
改
革
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈

し
、
委
員
構
成
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁

組
の
あ
っ
せ
ん
に
関
わ
る
児
童
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
案
」
（
議
員
立

法
）
・
・
・
法
案
の
主
な
内
容
は
①
養
子

縁
組
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
う
民
間
あ
っ
せ

ん
機
関
に
つ
い
て
許
可
制
度
を
導
入
す
る

②
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め

の
規
制
を
行
う
③
相
談
支
援
、
養
親
希
望

者
へ
の
研
修
の
義
務
付
け
、
児
童
の
父
母

の
同
意
を
得
る
等
の
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ

ん
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
④
無

許
可
で
養
子
縁
組
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
っ

た
者
に
罰
則
を
規
定
す
る
―
等
。
「
な
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
国
会
で
成

立
さ
せ
た
い
」
と
思
い
、
民
進
党
な
ど
与

野
党
6
会
派
が
共
同
で
参
院
に
法
案
を
提

出
し
、
全
会
派
賛
成
に
よ
り
可
決
し
、
衆

議
院
に
送
り
ま
し
た
。

　
「
公
的
年
金
制
度
の
持
続
可
能
性
の
向

上
を
図
る
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
年
金
給
付
抑
制

強
化
法
）
・
・
・
こ
の
法
案
は
、
衆
議
院

に
お
い
て
、
審
議
の
た
め
に
必
要
な
将
来

年
金
試
算
の
提
出
を
民
進
党
が
中
心
と
な

り
求
め
ま
し
た
が
、
政
府
か
ら
の
回
答
を

得
ら
れ
な
い
ま
ま
委
員
長
職
権
で
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

参
議
院
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生
活
に
関

わ
る
重
要
な
法
案
で
あ
る
た
め
、
12
月
2

日
に
審
議
入
り
し
た
の
ち
6
、
8
、
9
、

12
、
13
日
と
会
期
末
前
日
ま
で
終
日
の
委

員
会
審
議
時
間
の
確
保
に
努
め
、
最
終
的

に
は
衆
議
院
よ
り
1
分
多
い
審
議
時
間
を

確
保
し
ま
し
た
。
12
月
9
日
の
参
考
人
質

疑
で
は
、
日
本
総
研
の
西
沢
和
彦
参
考
人

に
対
し
、
財
政
検
証
に
基
づ
く
試
算
の
必

要
性
に
つ
い
て
改
め
て
質
問
を
行
い
、
西

沢
参
考
人
は
「
財
政
検
証
に
基
づ
く
試
算

を
も
と
に
法
案
が
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
実
質
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
場

合
の
試
算
を
財
政
検
証
の
中
で
計
算
し
て

お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
12
日
に
2
回
目
の
参
考
人
等
に
対
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、
G
P
I
F
の
理
事
長
に

対
し
、
G
P
I
F
の
運
用
に
つ
い
て
被
保

険
者
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
仕
組

み
を
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
、
と
質
問

し
、
高
橋
理
事
長
は
、
被
保
険
者
の
気
持

ち
を
き
ち
ん
と
酌
ん
で
運
用
す
る
と
述
べ

ま
し
た
。
13
日
は
午
前
中
に
総
理
入
り
の

質
疑
が
行
わ
れ
、
衆
議
院
で
は
最
後
ま
で

提
出
が
拒
ま
れ
た
将
来
年
金
試
算
の
デ
ー

タ
の
再
提
出
を
求
め
、
総
理
入
り
の
審
議

で
は
異
例
の
事
で
す
が
、
審
議
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
筆
頭
理
事
と
し
て
、

断
続
的
に
与
党
理
事
に
説
得
を
続
け
、
議

場
外
で
は
国
対
委
員
長
会
談
が
行
わ
れ
、

最
終
的
に
年
内
に
政
府
が
デ
ー
タ
を
提
出

す
る
と
い
う
確
約
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
民
進
党
は
反
対
し
ま
し
た
が
、
生

活
保
障
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
施
策
の
検
討

を
続
け
る
こ
と　

等
の
8
項
目
の
付
帯
決

議
を
つ
け
ま
し
た
。

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

年
１
回
開
催
す
る
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

今
年
で
第
9
回
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

慶
応
大
学
経
済
学
部
教
授
で
、
現
在
、
民

進
党
「
尊
厳
あ
る
生
活
保
障
総
合
調
査

会
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
さ
れ
て
い
る
井

手
英
策
氏
を
お
招
き
し
、
「
分
断
社
会
を

終
わ
ら
せ
る
『
だ
れ
か
が
受
益
者
』
か
ら

『
だ
れ
も
が
受
益
者
』
へ
」
と
題
し
た
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
対
談
を

行
い
ま
し
た
。
人
口
が
減
り
続
け
る
「
縮

減
の
世
紀
」
に
は
、
不
安
と
希
望
を
分
か

ち
合
い
、
人
と
人
が
寄
り
添
う
社
会
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
日
本
に
必
要
な

社
会
モ
デ
ル
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
井
手
先
生
と
、
今
後
5

年
10
年
先
の
社
会
保
障
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
論
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な

さ
ん
よ
り
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
話
で
大

変
興
味
深
か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
社
会
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
教
組
第
1
5
9
回
定
期
大
会（
大
分

市
）　　
　
　
　
　
　
　
7
月
15
日（
金
）

　

「
県
教
組
第
1
5
9
回
定
期
大
会
」
が

教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
足
立
は
、
ア

ポ
ロ
11
号
が
月
面
着
陸
し
た
と
き
に
、
ニ

ー
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
が
発
し

た
名
言
『
人
間
に
と
っ
て
は
小
さ
な
一
歩

だ
が
、
人
類
に
と
っ
て
は
偉
大
な
一
歩

だ
。
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
今
回
の
選
挙

に
つ
い
て
話
し
、
一
票
の
重
み
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
選
挙
で
し
た
と
語
り
ま

し
た
。

全
日
通
労
働
組
合
第
74
回
定
期
大
会

（
大
分
市
）　　
　
　
　
8
月
27
日（
土
）

　

全
日
通
労
働
組
合
第
74
回
定
期
大
会
が

大
分
市
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
挨
拶
の
際
に

参
議
院
選
挙
の
ご
尽
力
頂
い
た
お
礼
及
び

今
後
の
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
と
も

に
運
輸
業
界
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

日
田
市
天
瀬
町
農
園
で
か
た
る
会（
日

田
市
）　　
　
　
　
　
　
8
月
27
日（
土
）

　

日
田
市
天
瀬
町
の
農
園
に
て
、
今
年
も

「
か
た
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
支
援
者

の
方
々
と
B
B
Q
を
し
な
が
ら
、
お
礼
と

こ
れ
か
ら
の
6
年
の
決
意
を
話
し
、
一
本

締
め
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

電
機
連
合
大
分
地
方
協
議
会
第
23
回
定

期
大
会（
大
分
市
）　　
9
月
10
日（
土
）

　

電
機
連
合
大
分
地
方
協
議
会
第
23
回
定

期
大
会
が
大
分
市
内
で
開
催
さ
れ
、
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
足
立
は
、
「
第
24
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
」
、
「
民
進
党
代
表

選
挙
」
、
「
国
内
経
済
と
産
業
」
に
つ
い

て
話
し
、
大
分
県
か
ら
リ
オ
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
い
る
中
西
麻
耶
選
手

が
、
走
り
幅
跳
び
で
4
位
入
賞
し
た
こ
と

を
祝
福
し
ま
し
た
。

九
州
電
力
総
連『
第
1
回
執
行
委
員
会
・

地
区
連
絡
会
代
表
幹
事
合
同
会
議
・
事

業
推
進
地
域
懇
談
会
』（
大
分
市
）

9
月
10
日（
土
）

　

九
州
電
力
総
連
『
第
1
回
執
行
委
員

会
・
地
区
連
絡
会
代
表
幹
事
合
同
会
議
・

事
業
推
進
地
域
懇
談
会
』
が
大
分
市
内
で

開
催
さ
れ
、
足
立
は
来
賓
と
し
て
参
加

し
、
「
民
進
党
代
表
選
」
、
「
労
働
組
合

の
役
割
」
に
つ
い
て
話
し
、
こ
れ
か
ら
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

支
援
企
業
の
集
い（
大
分
市
）

　
9
月
21
日（
水
）

　

足
立
は
『
大
分
で
何
が
可
能
か　

エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
』
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
居
宅
介
護
を

「
す
る
側
」
「
さ
れ
る
側
」
セ
ッ
ト
で
施

設
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
「
す
る
側
」

に
つ
い
て
は
相
応
の
手
当
の
支
給
と
負
担

の
軽
減
を
行
う
、
新
た
な
制
度
の
構
築
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
大
分
で
取
り
組
む
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
の
提
案
と
あ
わ
せ
、
有
意
義

な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

安
信
会（
足
立
信
也
後
援
会
）総
会（
大

分
市
）　　
　
　
　
　
　
11
月
５
日（
土
）

　

後
援
会
長
挨
拶
、
幹
事
会
よ
り
平
成
27

年
・
28
年
の
活
動
報
告
会
計
報
告
が
さ

れ
、
平
成
29
年
活
動
計
画
等
が
提
案
さ
れ

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
足
立
は
、
若

者
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る
政
治
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
と
決
意
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

自
動
車
総
連
大
分
地
方
協
議
会
第
4
回

幹
事
会（
大
分
市
）　　
12
月
19
日（
月
）

　

自
動
車
総
連
大
分
地
方
協
議
会
本
年
最

後
の
幹
事
会
が
大
分
市
の
ソ
レ
イ
ユ
で
開

か
れ
、
足
立
は
来
賓
と
し
て
出
席
し
臨
時

国
会
で
の
主
立
っ
た
内
容
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。
（
・
カ
ジ
ノ
法
案
に
つ
い
て
・

年
金
制
度
に
つ
い
て
・
改
正
が
ん
対
策
基

本
法
に
つ
い
て
・
長
時
間
労
働
規
制
立
法

に
つ
い
て
等
）

足
立
信
也
と
語
る
会
in
久
住（
竹
田
市
）

12
月
20
日（
火
）

　

足
立
信
也
と
語
る
会
in
久
住
が
、
竹
田

市
久
住
町
都
野
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

◇
年
金
制
度
に
つ
い
て

◇
改
正
が
ん
対
策
基
本
法
成
立
に
つ
い
て

◇
長
時
間
労
働
規
制
立
法
に
つ
い
て

等
、
今
国
会
で
議
論
に
な
っ
た
内
容
を
詳

し
く
説
明
し
ま
し
た
。
質
疑
が
多
く
予
定

時
間
を
超
え
ま
し
た
が
熱
の
こ
も
っ
た
語

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

信足立信也Shin
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活
動
報
告
in
大分

次
の
内
閣

　

蓮
舫
新
代
表
の
も
と
、
9
月
27
日
の

第
1
回
『
次
の
内
閣
』
に
、
ネ
ク
ス
ト

厚
生
労
働
大
臣　

年
金
改
革
担
当
、
ネ

ク
ス
ト
内
閣
府
特
命
大
臣
（
少
子
化
対

策
）
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

裁
判
官
訴
追
委
員
会

　

裁
判
官
訴
追
委
員
会
の
委
員
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
の
も
と

に
作
ら
れ
る
調
査
小
委
員
会
の
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関

す
る
特
別
委
員
会

　

閣
法
「
公
職
選
挙
法
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
と
衆
議
院
提
出
「
公
職
選
挙
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
一
括
審

議
さ
れ
、
同
一
都
道
府
県
内
で
移
転
が
1

回
ま
で
だ
っ
た
も
の
を
2
回
以
上
移
転
し

た
場
合
に
も
選
挙
権
を
認
め
る
こ
と
や
、

実
習
の
た
め
航
海
す
る
学
生
に
も
船
員
同

様
に
洋
上
投
票
が
出
来
る
よ
う
に
改
正
し

ま
し
た
。
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
投
票
率

の
向
上
、
格
差
の
解
消
を
図
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
べ
き
附
帯
決
議
を
、
自
・

民
・
公
・
共
・
維
・
無
ク
で
共
同
提
出

し
、
理
事
と
し
て
附
帯
決
議
を
読
み
上

げ
、
全
会
一
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
改
革
推
進
本
部
総
会

　

岡
田
克
也
本
部
長
の
も
と
、
事
務
局
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙
制
度
改

革
や
国
民
と
約
束
を
し
た
「
身
を
切
る
改

革
」
（
議
員
の
定
数
削
減
や
政
治
資
金
問

題
）
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
委
員
会

　
「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施

及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律

案
」
及
び
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
・
・
・

法
務
委
員
会
所
管
の
法
案
で
す
が
、
看
護

や
介
護
な
ど
医
療
分
野
に
も
関
わ
る
た

め
、
連
合
審
査
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最

低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年

金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
年
金
期
間
短
縮

法
）
」
・
・
・
低
年
金
・
無
年
金
者
対
策

の
た
め
に
支
給
開
始
時
期
を
前
倒
し
す
る

内
容
の
修
正
案
を
民
進
党
が
中
心
に
な
り

提
案
し
ま
し
た
が
、
修
正
案
は
否
決
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
が
ん
対
策
基
本
法
改
正
案
」
（
議
員

立
法
）
・
・
・
参
議
院
先
議
と
し
て
委
員

長
提
案
で
法
案
提
出
が
行
わ
れ
、
11
月
16

日
に
参
議
院
を
通
過
し
、
12
月
9
日
に
衆

議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

足
立
は
法
案
作
成
の
際
、
難
治
な
が
ん
や

希
少
な
が
ん
に
つ
い
て
研
究
促
進
を
行
う

こ
と
、
が
ん
に
つ
い
て
の
教
育
を
学
校
教

育
だ
け
で
な
く
、
社
会
教
育
と
し
て
行
う

こ
と
を
提
案
し
、
文
言
を
盛
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
法
案
は
、
衆
議
院

の
委
員
会
で
国
民
年
金
法
の
強
行
採
決
等

の
余
波
を
受
け
審
議
入
り
が
危
ぶ
ま
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
成
立
後
が
ん
患
者
の
家
族

会
等
各
団
体
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

長
時
間
労
働
の
集
中
審
議
・
・
・

2
0
1
4
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
11
月
は

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で
す
。
電
通
の

過
労
死
事
件
が
問
題
に
な
り
、
集
中
審
議

を
や
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
や
医
師
の
過
重
労
働

問
題
等
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
の
「
働
き
方
改
革
実
現
会

議
」
の
メ
ン
バ
ー
15
名
の
う
ち
、
経
営
側

が
少
な
く
と
も
3
名
入
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
労
働
者
の
立
場
を
代
表
す
る
委
員
が

1
人
し
か
入
っ
て
い
な
い
状
況
に
つ
い
て

「
こ
れ
で
は
働
き
方
改
革
で
は
な
く
、
働

か
せ
方
改
革
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈

し
、
委
員
構
成
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁

組
の
あ
っ
せ
ん
に
関
わ
る
児
童
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
案
」
（
議
員
立

法
）
・
・
・
法
案
の
主
な
内
容
は
①
養
子

縁
組
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
う
民
間
あ
っ
せ

ん
機
関
に
つ
い
て
許
可
制
度
を
導
入
す
る

②
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め

の
規
制
を
行
う
③
相
談
支
援
、
養
親
希
望

者
へ
の
研
修
の
義
務
付
け
、
児
童
の
父
母

の
同
意
を
得
る
等
の
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ

ん
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
④
無

許
可
で
養
子
縁
組
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
っ

た
者
に
罰
則
を
規
定
す
る
―
等
。
「
な
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
国
会
で
成

立
さ
せ
た
い
」
と
思
い
、
民
進
党
な
ど
与

野
党
6
会
派
が
共
同
で
参
院
に
法
案
を
提

出
し
、
全
会
派
賛
成
に
よ
り
可
決
し
、
衆

議
院
に
送
り
ま
し
た
。

　
「
公
的
年
金
制
度
の
持
続
可
能
性
の
向

上
を
図
る
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
年
金
給
付
抑
制

強
化
法
）
・
・
・
こ
の
法
案
は
、
衆
議
院

に
お
い
て
、
審
議
の
た
め
に
必
要
な
将
来

年
金
試
算
の
提
出
を
民
進
党
が
中
心
と
な

り
求
め
ま
し
た
が
、
政
府
か
ら
の
回
答
を

得
ら
れ
な
い
ま
ま
委
員
長
職
権
で
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

参
議
院
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生
活
に
関

わ
る
重
要
な
法
案
で
あ
る
た
め
、
12
月
2

日
に
審
議
入
り
し
た
の
ち
6
、
8
、
9
、

12
、
13
日
と
会
期
末
前
日
ま
で
終
日
の
委

員
会
審
議
時
間
の
確
保
に
努
め
、
最
終
的

に
は
衆
議
院
よ
り
1
分
多
い
審
議
時
間
を

確
保
し
ま
し
た
。
12
月
9
日
の
参
考
人
質

疑
で
は
、
日
本
総
研
の
西
沢
和
彦
参
考
人

に
対
し
、
財
政
検
証
に
基
づ
く
試
算
の
必

要
性
に
つ
い
て
改
め
て
質
問
を
行
い
、
西

沢
参
考
人
は
「
財
政
検
証
に
基
づ
く
試
算

を
も
と
に
法
案
が
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
実
質
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
場

合
の
試
算
を
財
政
検
証
の
中
で
計
算
し
て

お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
12
日
に
2
回
目
の
参
考
人
等
に
対
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、
G
P
I
F
の
理
事
長
に

対
し
、
G
P
I
F
の
運
用
に
つ
い
て
被
保

険
者
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
仕
組

み
を
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
、
と
質
問

し
、
高
橋
理
事
長
は
、
被
保
険
者
の
気
持

ち
を
き
ち
ん
と
酌
ん
で
運
用
す
る
と
述
べ

ま
し
た
。
13
日
は
午
前
中
に
総
理
入
り
の

質
疑
が
行
わ
れ
、
衆
議
院
で
は
最
後
ま
で

提
出
が
拒
ま
れ
た
将
来
年
金
試
算
の
デ
ー

タ
の
再
提
出
を
求
め
、
総
理
入
り
の
審
議

で
は
異
例
の
事
で
す
が
、
審
議
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
筆
頭
理
事
と
し
て
、

断
続
的
に
与
党
理
事
に
説
得
を
続
け
、
議

場
外
で
は
国
対
委
員
長
会
談
が
行
わ
れ
、

最
終
的
に
年
内
に
政
府
が
デ
ー
タ
を
提
出

す
る
と
い
う
確
約
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
民
進
党
は
反
対
し
ま
し
た
が
、
生

活
保
障
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
施
策
の
検
討

を
続
け
る
こ
と　

等
の
8
項
目
の
付
帯
決

議
を
つ
け
ま
し
た
。

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

年
１
回
開
催
す
る
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

今
年
で
第
9
回
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

慶
応
大
学
経
済
学
部
教
授
で
、
現
在
、
民

進
党
「
尊
厳
あ
る
生
活
保
障
総
合
調
査

会
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
さ
れ
て
い
る
井

手
英
策
氏
を
お
招
き
し
、
「
分
断
社
会
を

終
わ
ら
せ
る
『
だ
れ
か
が
受
益
者
』
か
ら

『
だ
れ
も
が
受
益
者
』
へ
」
と
題
し
た
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
対
談
を

行
い
ま
し
た
。
人
口
が
減
り
続
け
る
「
縮

減
の
世
紀
」
に
は
、
不
安
と
希
望
を
分
か

ち
合
い
、
人
と
人
が
寄
り
添
う
社
会
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
日
本
に
必
要
な

社
会
モ
デ
ル
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
井
手
先
生
と
、
今
後
5

年
10
年
先
の
社
会
保
障
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
論
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な

さ
ん
よ
り
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
話
で
大

変
興
味
深
か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
社
会
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
教
組
第
1
5
9
回
定
期
大
会（
大
分

市
）　　
　
　
　
　
　
　
7
月
15
日（
金
）

　

「
県
教
組
第
1
5
9
回
定
期
大
会
」
が

教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
足
立
は
、
ア

ポ
ロ
11
号
が
月
面
着
陸
し
た
と
き
に
、
ニ

ー
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
が
発
し

た
名
言
『
人
間
に
と
っ
て
は
小
さ
な
一
歩

だ
が
、
人
類
に
と
っ
て
は
偉
大
な
一
歩

だ
。
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
今
回
の
選
挙

に
つ
い
て
話
し
、
一
票
の
重
み
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
選
挙
で
し
た
と
語
り
ま

し
た
。

全
日
通
労
働
組
合
第
74
回
定
期
大
会

（
大
分
市
）　　
　
　
　
8
月
27
日（
土
）

　

全
日
通
労
働
組
合
第
74
回
定
期
大
会
が

大
分
市
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
挨
拶
の
際
に

参
議
院
選
挙
の
ご
尽
力
頂
い
た
お
礼
及
び

今
後
の
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
と
も

に
運
輸
業
界
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

日
田
市
天
瀬
町
農
園
で
か
た
る
会（
日

田
市
）　　
　
　
　
　
　
8
月
27
日（
土
）

　

日
田
市
天
瀬
町
の
農
園
に
て
、
今
年
も

「
か
た
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
支
援
者

の
方
々
と
B
B
Q
を
し
な
が
ら
、
お
礼
と

こ
れ
か
ら
の
6
年
の
決
意
を
話
し
、
一
本

締
め
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

電
機
連
合
大
分
地
方
協
議
会
第
23
回
定

期
大
会（
大
分
市
）　　
9
月
10
日（
土
）

　

電
機
連
合
大
分
地
方
協
議
会
第
23
回
定

期
大
会
が
大
分
市
内
で
開
催
さ
れ
、
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
足
立
は
、
「
第
24
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
」
、
「
民
進
党
代
表

選
挙
」
、
「
国
内
経
済
と
産
業
」
に
つ
い

て
話
し
、
大
分
県
か
ら
リ
オ
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
い
る
中
西
麻
耶
選
手

が
、
走
り
幅
跳
び
で
4
位
入
賞
し
た
こ
と

を
祝
福
し
ま
し
た
。

九
州
電
力
総
連『
第
1
回
執
行
委
員
会
・

地
区
連
絡
会
代
表
幹
事
合
同
会
議
・
事

業
推
進
地
域
懇
談
会
』（
大
分
市
）

9
月
10
日（
土
）

　

九
州
電
力
総
連
『
第
1
回
執
行
委
員

会
・
地
区
連
絡
会
代
表
幹
事
合
同
会
議
・

事
業
推
進
地
域
懇
談
会
』
が
大
分
市
内
で

開
催
さ
れ
、
足
立
は
来
賓
と
し
て
参
加

し
、
「
民
進
党
代
表
選
」
、
「
労
働
組
合

の
役
割
」
に
つ
い
て
話
し
、
こ
れ
か
ら
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

支
援
企
業
の
集
い（
大
分
市
）

　
9
月
21
日（
水
）

　

足
立
は
『
大
分
で
何
が
可
能
か　

エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
』
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
居
宅
介
護
を

「
す
る
側
」
「
さ
れ
る
側
」
セ
ッ
ト
で
施

設
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
「
す
る
側
」

に
つ
い
て
は
相
応
の
手
当
の
支
給
と
負
担

の
軽
減
を
行
う
、
新
た
な
制
度
の
構
築
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
大
分
で
取
り
組
む
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
の
提
案
と
あ
わ
せ
、
有
意
義

な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

安
信
会（
足
立
信
也
後
援
会
）総
会（
大

分
市
）　　
　
　
　
　
　
11
月
５
日（
土
）

　

後
援
会
長
挨
拶
、
幹
事
会
よ
り
平
成
27

年
・
28
年
の
活
動
報
告
会
計
報
告
が
さ

れ
、
平
成
29
年
活
動
計
画
等
が
提
案
さ
れ

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
足
立
は
、
若

者
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る
政
治
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
と
決
意
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

自
動
車
総
連
大
分
地
方
協
議
会
第
4
回

幹
事
会（
大
分
市
）　　
12
月
19
日（
月
）

　

自
動
車
総
連
大
分
地
方
協
議
会
本
年
最

後
の
幹
事
会
が
大
分
市
の
ソ
レ
イ
ユ
で
開

か
れ
、
足
立
は
来
賓
と
し
て
出
席
し
臨
時

国
会
で
の
主
立
っ
た
内
容
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。
（
・
カ
ジ
ノ
法
案
に
つ
い
て
・

年
金
制
度
に
つ
い
て
・
改
正
が
ん
対
策
基

本
法
に
つ
い
て
・
長
時
間
労
働
規
制
立
法

に
つ
い
て
等
）

足
立
信
也
と
語
る
会
in
久
住（
竹
田
市
）

12
月
20
日（
火
）

　

足
立
信
也
と
語
る
会
in
久
住
が
、
竹
田

市
久
住
町
都
野
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

◇
年
金
制
度
に
つ
い
て

◇
改
正
が
ん
対
策
基
本
法
成
立
に
つ
い
て

◇
長
時
間
労
働
規
制
立
法
に
つ
い
て

等
、
今
国
会
で
議
論
に
な
っ
た
内
容
を
詳

し
く
説
明
し
ま
し
た
。
質
疑
が
多
く
予
定

時
間
を
超
え
ま
し
た
が
熱
の
こ
も
っ
た
語

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

信足立信也 Shin
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次
の
内
閣

　

蓮
舫
新
代
表
の
も
と
、
9
月
27
日
の

第
1
回
『
次
の
内
閣
』
に
、
ネ
ク
ス
ト

厚
生
労
働
大
臣　

年
金
改
革
担
当
、
ネ

ク
ス
ト
内
閣
府
特
命
大
臣
（
少
子
化
対

策
）
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

裁
判
官
訴
追
委
員
会

　

裁
判
官
訴
追
委
員
会
の
委
員
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
の
も
と

に
作
ら
れ
る
調
査
小
委
員
会
の
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度
に
関

す
る
特
別
委
員
会

　

閣
法
「
公
職
選
挙
法
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
と
衆
議
院
提
出
「
公
職
選
挙
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
一
括
審

議
さ
れ
、
同
一
都
道
府
県
内
で
移
転
が
1

回
ま
で
だ
っ
た
も
の
を
2
回
以
上
移
転
し

た
場
合
に
も
選
挙
権
を
認
め
る
こ
と
や
、

実
習
の
た
め
航
海
す
る
学
生
に
も
船
員
同

様
に
洋
上
投
票
が
出
来
る
よ
う
に
改
正
し

ま
し
た
。
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
投
票
率

の
向
上
、
格
差
の
解
消
を
図
る
た
め
の
措

置
を
講
ず
る
べ
き
附
帯
決
議
を
、
自
・

民
・
公
・
共
・
維
・
無
ク
で
共
同
提
出

し
、
理
事
と
し
て
附
帯
決
議
を
読
み
上

げ
、
全
会
一
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
改
革
推
進
本
部
総
会

　

岡
田
克
也
本
部
長
の
も
と
、
事
務
局
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙
制
度
改

革
や
国
民
と
約
束
を
し
た
「
身
を
切
る
改

革
」
（
議
員
の
定
数
削
減
や
政
治
資
金
問

題
）
等
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
委
員
会

　
「
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施

及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律

案
」
及
び
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
・
・
・

法
務
委
員
会
所
管
の
法
案
で
す
が
、
看
護

や
介
護
な
ど
医
療
分
野
に
も
関
わ
る
た

め
、
連
合
審
査
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最

低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年

金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
年
金
期
間
短
縮

法
）
」
・
・
・
低
年
金
・
無
年
金
者
対
策

の
た
め
に
支
給
開
始
時
期
を
前
倒
し
す
る

内
容
の
修
正
案
を
民
進
党
が
中
心
に
な
り

提
案
し
ま
し
た
が
、
修
正
案
は
否
決
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
が
ん
対
策
基
本
法
改
正
案
」
（
議
員

立
法
）
・
・
・
参
議
院
先
議
と
し
て
委
員

長
提
案
で
法
案
提
出
が
行
わ
れ
、
11
月
16

日
に
参
議
院
を
通
過
し
、
12
月
9
日
に
衆

議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

足
立
は
法
案
作
成
の
際
、
難
治
な
が
ん
や

希
少
な
が
ん
に
つ
い
て
研
究
促
進
を
行
う

こ
と
、
が
ん
に
つ
い
て
の
教
育
を
学
校
教

育
だ
け
で
な
く
、
社
会
教
育
と
し
て
行
う

こ
と
を
提
案
し
、
文
言
を
盛
り
込
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
法
案
は
、
衆
議
院

の
委
員
会
で
国
民
年
金
法
の
強
行
採
決
等

の
余
波
を
受
け
審
議
入
り
が
危
ぶ
ま
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
成
立
後
が
ん
患
者
の
家
族

会
等
各
団
体
よ
り
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

長
時
間
労
働
の
集
中
審
議
・
・
・

2
0
1
4
年
11
月
に
施
行
さ
れ
た
過
労
死

等
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
11
月
は

過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
で
す
。
電
通
の

過
労
死
事
件
が
問
題
に
な
り
、
集
中
審
議

を
や
る
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
や
医
師
の
過
重
労
働

問
題
等
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
の
「
働
き
方
改
革
実
現
会

議
」
の
メ
ン
バ
ー
15
名
の
う
ち
、
経
営
側

が
少
な
く
と
も
3
名
入
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
労
働
者
の
立
場
を
代
表
す
る
委
員
が

1
人
し
か
入
っ
て
い
な
い
状
況
に
つ
い
て

「
こ
れ
で
は
働
き
方
改
革
で
は
な
く
、
働

か
せ
方
改
革
で
は
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈

し
、
委
員
構
成
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ま
し
た
。

　
「
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関
に
よ
る
養
子
縁

組
の
あ
っ
せ
ん
に
関
わ
る
児
童
の
保
護
等

に
関
す
る
法
律
案
」
（
議
員
立

法
）
・
・
・
法
案
の
主
な
内
容
は
①
養
子

縁
組
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
う
民
間
あ
っ
せ

ん
機
関
に
つ
い
て
許
可
制
度
を
導
入
す
る

②
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め

の
規
制
を
行
う
③
相
談
支
援
、
養
親
希
望

者
へ
の
研
修
の
義
務
付
け
、
児
童
の
父
母

の
同
意
を
得
る
等
の
養
子
縁
組
の
あ
っ
せ

ん
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
④
無

許
可
で
養
子
縁
組
あ
っ
せ
ん
事
業
を
行
っ

た
者
に
罰
則
を
規
定
す
る
―
等
。
「
な
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
国
会
で
成

立
さ
せ
た
い
」
と
思
い
、
民
進
党
な
ど
与

野
党
6
会
派
が
共
同
で
参
院
に
法
案
を
提

出
し
、
全
会
派
賛
成
に
よ
り
可
決
し
、
衆

議
院
に
送
り
ま
し
た
。

　
「
公
的
年
金
制
度
の
持
続
可
能
性
の
向

上
を
図
る
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
年
金
給
付
抑
制

強
化
法
）
・
・
・
こ
の
法
案
は
、
衆
議
院

に
お
い
て
、
審
議
の
た
め
に
必
要
な
将
来

年
金
試
算
の
提
出
を
民
進
党
が
中
心
と
な

り
求
め
ま
し
た
が
、
政
府
か
ら
の
回
答
を

得
ら
れ
な
い
ま
ま
委
員
長
職
権
で
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
強
行
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

参
議
院
に
お
い
て
は
、
国
民
の
生
活
に
関

わ
る
重
要
な
法
案
で
あ
る
た
め
、
12
月
2

日
に
審
議
入
り
し
た
の
ち
6
、
8
、
9
、

12
、
13
日
と
会
期
末
前
日
ま
で
終
日
の
委

員
会
審
議
時
間
の
確
保
に
努
め
、
最
終
的

に
は
衆
議
院
よ
り
1
分
多
い
審
議
時
間
を

確
保
し
ま
し
た
。
12
月
9
日
の
参
考
人
質

疑
で
は
、
日
本
総
研
の
西
沢
和
彦
参
考
人

に
対
し
、
財
政
検
証
に
基
づ
く
試
算
の
必

要
性
に
つ
い
て
改
め
て
質
問
を
行
い
、
西

沢
参
考
人
は
「
財
政
検
証
に
基
づ
く
試
算

を
も
と
に
法
案
が
作
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
実
質
賃
金
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
場

合
の
試
算
を
財
政
検
証
の
中
で
計
算
し
て

お
く
べ
き
だ
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
12
日
に
2
回
目
の
参
考
人
等
に
対
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、
G
P
I
F
の
理
事
長
に

対
し
、
G
P
I
F
の
運
用
に
つ
い
て
被
保

険
者
の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
仕
組

み
を
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
、
と
質
問

し
、
高
橋
理
事
長
は
、
被
保
険
者
の
気
持

ち
を
き
ち
ん
と
酌
ん
で
運
用
す
る
と
述
べ

ま
し
た
。
13
日
は
午
前
中
に
総
理
入
り
の

質
疑
が
行
わ
れ
、
衆
議
院
で
は
最
後
ま
で

提
出
が
拒
ま
れ
た
将
来
年
金
試
算
の
デ
ー

タ
の
再
提
出
を
求
め
、
総
理
入
り
の
審
議

で
は
異
例
の
事
で
す
が
、
審
議
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
筆
頭
理
事
と
し
て
、

断
続
的
に
与
党
理
事
に
説
得
を
続
け
、
議

場
外
で
は
国
対
委
員
長
会
談
が
行
わ
れ
、

最
終
的
に
年
内
に
政
府
が
デ
ー
タ
を
提
出

す
る
と
い
う
確
約
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
民
進
党
は
反
対
し
ま
し
た
が
、
生

活
保
障
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
施
策
の
検
討

を
続
け
る
こ
と　

等
の
8
項
目
の
付
帯
決

議
を
つ
け
ま
し
た
。

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

年
１
回
開
催
す
る
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

今
年
で
第
9
回
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

慶
応
大
学
経
済
学
部
教
授
で
、
現
在
、
民

進
党
「
尊
厳
あ
る
生
活
保
障
総
合
調
査

会
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
さ
れ
て
い
る
井

手
英
策
氏
を
お
招
き
し
、
「
分
断
社
会
を

終
わ
ら
せ
る
『
だ
れ
か
が
受
益
者
』
か
ら

『
だ
れ
も
が
受
益
者
』
へ
」
と
題
し
た
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
対
談
を

行
い
ま
し
た
。
人
口
が
減
り
続
け
る
「
縮

減
の
世
紀
」
に
は
、
不
安
と
希
望
を
分
か

ち
合
い
、
人
と
人
が
寄
り
添
う
社
会
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
日
本
に
必
要
な

社
会
モ
デ
ル
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
井
手
先
生
と
、
今
後
5

年
10
年
先
の
社
会
保
障
の
在
り
方
に
つ
い

て
議
論
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
み
な

さ
ん
よ
り
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
お
話
で
大

変
興
味
深
か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
の
新
し

い
社
会
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
教
組
第
1
5
9
回
定
期
大
会（
大
分

市
）　　
　
　
　
　
　
　
7
月
15
日（
金
）

　

「
県
教
組
第
1
5
9
回
定
期
大
会
」
が

教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。
挨
拶
の
中
で
足
立
は
、
ア

ポ
ロ
11
号
が
月
面
着
陸
し
た
と
き
に
、
ニ

ー
ル
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
船
長
が
発
し

た
名
言
『
人
間
に
と
っ
て
は
小
さ
な
一
歩

だ
が
、
人
類
に
と
っ
て
は
偉
大
な
一
歩

だ
。
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
今
回
の
選
挙

に
つ
い
て
話
し
、
一
票
の
重
み
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
選
挙
で
し
た
と
語
り
ま

し
た
。

全
日
通
労
働
組
合
第
74
回
定
期
大
会

（
大
分
市
）　　
　
　
　
8
月
27
日（
土
）

　

全
日
通
労
働
組
合
第
74
回
定
期
大
会
が

大
分
市
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
挨
拶
の
際
に

参
議
院
選
挙
の
ご
尽
力
頂
い
た
お
礼
及
び

今
後
の
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂
く
と
と
も

に
運
輸
業
界
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

日
田
市
天
瀬
町
農
園
で
か
た
る
会（
日

田
市
）　　
　
　
　
　
　
8
月
27
日（
土
）

　

日
田
市
天
瀬
町
の
農
園
に
て
、
今
年
も

「
か
た
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
支
援
者

の
方
々
と
B
B
Q
を
し
な
が
ら
、
お
礼
と

こ
れ
か
ら
の
6
年
の
決
意
を
話
し
、
一
本

締
め
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

電
機
連
合
大
分
地
方
協
議
会
第
23
回
定

期
大
会（
大
分
市
）　　
9
月
10
日（
土
）

　

電
機
連
合
大
分
地
方
協
議
会
第
23
回
定

期
大
会
が
大
分
市
内
で
開
催
さ
れ
、
来
賓

と
し
て
出
席
し
た
足
立
は
、
「
第
24
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
」
、
「
民
進
党
代
表

選
挙
」
、
「
国
内
経
済
と
産
業
」
に
つ
い

て
話
し
、
大
分
県
か
ら
リ
オ
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
い
る
中
西
麻
耶
選
手

が
、
走
り
幅
跳
び
で
4
位
入
賞
し
た
こ
と

を
祝
福
し
ま
し
た
。

九
州
電
力
総
連『
第
1
回
執
行
委
員
会
・

地
区
連
絡
会
代
表
幹
事
合
同
会
議
・
事

業
推
進
地
域
懇
談
会
』（
大
分
市
）

9
月
10
日（
土
）

　

九
州
電
力
総
連
『
第
1
回
執
行
委
員

会
・
地
区
連
絡
会
代
表
幹
事
合
同
会
議
・

事
業
推
進
地
域
懇
談
会
』
が
大
分
市
内
で

開
催
さ
れ
、
足
立
は
来
賓
と
し
て
参
加

し
、
「
民
進
党
代
表
選
」
、
「
労
働
組
合

の
役
割
」
に
つ
い
て
話
し
、
こ
れ
か
ら
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

支
援
企
業
の
集
い（
大
分
市
）

　
9
月
21
日（
水
）

　

足
立
は
『
大
分
で
何
が
可
能
か　

エ
ネ

ル
ギ
ー
・
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
』
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
居
宅
介
護
を

「
す
る
側
」
「
さ
れ
る
側
」
セ
ッ
ト
で
施

設
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
「
す
る
側
」

に
つ
い
て
は
相
応
の
手
当
の
支
給
と
負
担

の
軽
減
を
行
う
、
新
た
な
制
度
の
構
築
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
大
分
で
取
り
組
む
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
の
提
案
と
あ
わ
せ
、
有
意
義

な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

安
信
会（
足
立
信
也
後
援
会
）総
会（
大

分
市
）　　
　
　
　
　
　
11
月
５
日（
土
）

　

後
援
会
長
挨
拶
、
幹
事
会
よ
り
平
成
27

年
・
28
年
の
活
動
報
告
会
計
報
告
が
さ

れ
、
平
成
29
年
活
動
計
画
等
が
提
案
さ
れ

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
足
立
は
、
若

者
が
将
来
に
希
望
が
持
て
る
政
治
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
く
と
決
意
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

自
動
車
総
連
大
分
地
方
協
議
会
第
4
回

幹
事
会（
大
分
市
）　　
12
月
19
日（
月
）

　

自
動
車
総
連
大
分
地
方
協
議
会
本
年
最

後
の
幹
事
会
が
大
分
市
の
ソ
レ
イ
ユ
で
開

か
れ
、
足
立
は
来
賓
と
し
て
出
席
し
臨
時

国
会
で
の
主
立
っ
た
内
容
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。
（
・
カ
ジ
ノ
法
案
に
つ
い
て
・

年
金
制
度
に
つ
い
て
・
改
正
が
ん
対
策
基

本
法
に
つ
い
て
・
長
時
間
労
働
規
制
立
法

に
つ
い
て
等
）

足
立
信
也
と
語
る
会
in
久
住（
竹
田
市
）

12
月
20
日（
火
）

　

足
立
信
也
と
語
る
会
in
久
住
が
、
竹
田

市
久
住
町
都
野
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

◇
年
金
制
度
に
つ
い
て

◇
改
正
が
ん
対
策
基
本
法
成
立
に
つ
い
て

◇
長
時
間
労
働
規
制
立
法
に
つ
い
て

等
、
今
国
会
で
議
論
に
な
っ
た
内
容
を
詳

し
く
説
明
し
ま
し
た
。
質
疑
が
多
く
予
定

時
間
を
超
え
ま
し
た
が
熱
の
こ
も
っ
た
語

る
会
と
な
り
ま
し
た
。
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